
特集  グローバル人材育成のこれから

＊大学の公表情報をもとに編集部にて作成

＊「THE Leaders Survey 2021」（2021年6月～8月実施。n=180。データは各国・地域の大学からの回答の合計）
オーストラレーシア：オーストラリア・ニュージーランド・ニューギニア、および近海の諸島　

＊エントリー大学数：THEインパクトランキング2021より。
留学希望者のデータ：THEインパクトランキングによる2021年3月実施の調査結果より。n=2000

2022 1-219 2022 1-2 18
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【図表1】これからの大学運営・教育・研究の意向

【図表3】SDGsに対する大学と留学希望者の
優先度の比較

【図表2】大学のSDGsへの取り組み例

Q.貴学では、今後5年間で“部分的に”オンライン（ブレンディッド型）
　の学位をより多く提供することにどの程度同意しますか？

Q.SDGsの遂行が、貴学の運営にどの程度反映されていると思いますか？  

Q.SDGsが今後5年間の貴学の研究の優先順位に
　どの程度影響することに同意しますか？
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まったく同意しない 同意しない どちらでもない 同意する 強く同意する

各ゴールごとの
エントリー大学数

留学希望者が考える
重要なSDGトップ3
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海外の高等教育の
動向、関心事
～これから組むべき地域や大学は？
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大
学
の
評
価
や
学
生
募
集
と

S
D
G
ｓ
と
の
関
係

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
た

今
、
海
外
の
高
等
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
得
た
知
見
を
生

か
し
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
実
現
に
向

け
て
前
進
を
始
め
て
い
ま
す
。【
図
表

１
】
は
、
T
H
E
が
2
0
2
1
年
に
実

施
し
た
世
界
の
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
向
け

調
査
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー
ベ
イ
」
の

結
果
の
一
部
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般

化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
関
し
て

は
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
型
の
授
業
で
も

学
位
を
出
す
こ
と
に
前
向
き
な
回
答
が

多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
高
等
教
育
に
お
い
て
も
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
一
層
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
調
査

で
も
、「
今
後
S
D
G
s
が
大
学
の
研

究
内
容
や
運
営
に
影
響
す
る
」
と
い
う

意
見
が
主
流
で
す
。
特
に
気
候
変
動
に

つ
い
て
は
企
業
か
ら
の
積
極
的
な
投
資

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
２

１
年
秋
に
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

開
か
れ
た
「T

H
E Leadership &

 

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が

研
究
や
大
学
運
営
に
影
響

しばたさとこ●（株）ベネッセコー
ポレーション大学事業部、シンガ
ポール、英国勤務を経て2018年よ
り現職。ランキングや海外の動向分
析を基に、大学の国際化を支援。

コロナ禍による国境を越えた移動の制限が長引く中、
いくつかの大学で連携協定を結ぶ国や相手を見直す動きが見られる。
Times Higher Education（THE）の各種ランキング等のデータから、
今後注目すべきテーマや地域、大学の動向を紹介する。

国
際
連
携
に
求
め
ら
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
シ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み

M
anagem

ent Sum
m

it

」
で
は
、
同

地
が
＊
C
O
P
26
の
開
催
地
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
気
候
変
動
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
テ
ー
マ
が
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府

も
2
0
2
0
年
に
「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
て

お
り
、
今
後
は
日
本
の
大
学
に
も
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
研
究
や
人
材
育
成

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
気
候
変
動
も
、
人
類
共

通
の
テ
ー
マ
と
し
て
国
を
越
え
て
解
決

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
的
な
課

題
に
取
り
組
む
人
材
こ
そ
が
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
言
え
ま
す
。

大
学
は
こ
う
し
た
人
材
育
成
に
向
け
、

教
育
や
研
究
、
大
学
運
営
の
あ
り
方
を

見
直
す
だ
け
で
な
く
、
大
学
そ
の
も
の

が
一
つ
の
社
会
的
な
存
在
と
し
て

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
み
、
学
生
を
導
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
信
す
る
大
学

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み

状
況
が
指
標
の
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
総
合
１
位
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
は
S
D
G
ｓ
専
門
の
部
門
を

設
け
、
全
て
の
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
内
を
見
て
も
、
研
究
、
人
材
育
成
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
三
位
一
体
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
た
早
稲

田
大
学
、
所
有
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
な
ど
の
発
電
量
と
自
学
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
同
量
に
し
、「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
大
学
」
を
め
ざ
す

千
葉
商
科
大
学
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
動
さ
せ
た
大

学
も
見
ら
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

　
一
方
で
、
S
D
G
ｓ
に
対
す
る
学
生

の
意
識
と
大
学
の
取
り
組
み
に
は
、
ま

だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
3
】

は
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
数
と
、
学
生

（
留
学
希
望
者
）
の
関
心
の
度
合
い
を

S
D
G
s
の
目
標
ご
と
に
比
較
し
た
も

の
で
す
。
目
標
４
「
教
育
」
で
は
、
大

学
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
と
学
生
の
関
心
の

両
方
が
高
い
も
の
の
、
目
標
13
「
気

候
変
動
」
は
、
学
生
の
関
心
が
高
い
わ

り
に
エ
ン
ト
リ
ー
大
学
数
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
気
候
変
動
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
場
合
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
て
い
る
か
」
が
指
標
項
目

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
め
ら
う
大
学

も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
や
社
会
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を

考
え
る
と
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
の
大
学
の
評
価
や
学
生
募
集

に
関
わ
る
問
題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
高
等
教
育
の
潮
流

の
中
、
今
後
連
携
を
進
め
る
べ
き
注
目

の
地
域
や
大
学
は
ど
こ
か
、
T
H
E
の

ラ
ン
キ
ン
グ
を
基
に
考
え
て
み
ま
す
。

　
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
2
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
前

年
よ
り
も
ス
コ
ア
の
伸
び
が
め
だ
つ
エ

リ
ア
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で

す
【
図
表
４
】。
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
や

中
東
は
、
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
は
地

理
的
な
問
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し

い
地
域
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
今

は
こ
う
し
た
地
域
の
大
学
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
2
0
2
1
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
大

学
数
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ラ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ

た
国
が
上
位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
異
な
る
顔
ぶ
れ

で
す
【
図
表
５
、
６
、
及
び
次
頁
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ

た
国
で
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
が
増
え
て
い

ま
す
【
図
表
７
】。
特
に
注
目
な
の
は

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
す
【
図
表
８
】。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
海
外
の
高
等
教
育
機

関
や
留
学
生
の
誘
致
を
国
と
し
て
推
進

し
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
留
学
生
25
万

人
と
い
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、

同
国
の
大
学
は
総
じ
て
「
国
際
性
」
の

ス
コ
ア
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

で
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
が
総
合
23
位

タ
イ
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
が
54
位
タ
イ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
は
多
く
の

日
本
の
大
学
と
連
携
し
て
お
り
、
千
葉

大
学
が
同
大
学
に
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
し
た
り
、
関
西
医
科
大
学
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
臨
床
病
理
検
討
会
を
実

施
し
、
両
国
の
学
生
が
症
例
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
へ
の
参
加
は
有
効
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
の
で
大

学
の
特
徴
が
出
や
す
く
、
か
つ
、
世
界

的
な
課
題
の
た
め
海
外
の
大
学
と
の
共

通
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
か
ら
で

す
。「
エ
ン
ト
リ
ー
時
に
論
文
数
の
規

定
が
な
い
」「
大
学
院
大
学
の
よ
う
に

学
部
を
持
た
な
い
大
学
も
参
加
で
き

る
」「
国
連
が
設
定
し
た
目
標
が
指
標

な
の
で
、
学
内
の
協
力
が
得
や
す
い
」

と
い
う
点
で
も
、
多
く
の
大
学
に
と
っ

て
参
加
し
や
す
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

事
実
、
2
0
2
2
年
の
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
は

1
5
0
0
を
超
え
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
数
約
１
６
０

０
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
サ
ミ
ッ
ト
や
ア

ワ
ー
ド
へ
の
参
加
も
お
勧
め
で
す
。

「
T
H
E
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア
」
は
卓
越

し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る

ア
ワ
ー
ド
で
、
自
薦
が
可
能
。
最
終
選

考
に
残
れ
ば
海
外
へ
の
広
報
に
有
効
で

す
。
２
０
２
１
年
の
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア

で
は
藤
田
医
科
大
学
、関
西
医
科
大
学
、

関
西
学
院
大
学
、
そ
し
て
広
島
大
学
が

最
終
選
考
に
残
り
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
【
図
表
９
】。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
海

外
大
学
と
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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▶専門の部門を設置　
▶現代版奴隷制に反対する声明の発表
▶「プラスチック廃棄物削減行動計画」を策定

▶「SDGs事業推進本部」
　「サステイナブルキャンパスマネジメント本部（SCM本部）」の設置　
▶サステイナブルキャンパス評価システム ASSCの構築など

▶大学院において「グローバルガバナンスと持続可能な開発プログラム
　（G2SD）」の提供　
▶「プラスチック・スマート」の推進を宣言

▶「SDGsに関する岡山大学の行動指針」の策定
▶「SDGs推進本部」を設置　
▶「SDGs入門」のガイダンス科目の設置（全ての新入生が受講）

▶全学のSDGｓ関連のワンストップオフィスNERPSの設置
▶東広島市や住友商事、ソフトバンクと東広島キャンパスのスマート化、
　グリーン化に関する包括連携協定の締結

▶「千葉商科大学SDGs行動憲章」を策定 
▶大学所有のメガソーラー発電所などの発電量と大学のエネルギー
　使用量を同量にする「自然エネルギー100%大学」をめざす

▶「上智学院サステナビリティ推進本部」を設置　
▶2020年度秋学期から、人文・社会科学系の6学科が協力した
　新プログラム「持続可能な未来を考える6学科連携コース」を開設　
▶四谷キャンパスで使用する電力に100％再生可能エネルギーを導入

▶「学校法人東洋大学 SDGs 行動憲章」の策定　
▶小中高校向けに教員によるSDGs達成の学習支援プログラム提供など　

▶「Waseda Carbon Net Zero Challenge 2030s」を宣言　
▶全学部にカーボンニュートラル副専攻の設置など

▶「国際ESD・SDGsセンター」を設置
▶国連大学認定の中部ESD拠点幹事として、伊勢・三河湾流域圏の
　課題解決に向けた人材育成に取り組む

文／本間学＊ 国連気候変動枠組条約第26回締約国会議

＊

＊

＊
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【図表5】インパクトランキング2021
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【図表7】アジア4か国の
ランクイン校数推移
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アルタイ州立大学、バウマン記念モスクワ
国立工科大学、プレハーノフ経済大学

マンチェスター大学
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アブドゥラー・ギュル大学、イスタンブール工科大学
アリゾナ州立大学テンペキャンパス
サンパウロ大学
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パキスタン国立科学技術大学
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メトロポリタナ自治大学
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IMTアトランティーク、ナント大学、PSL研究大学
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延世大学校ソウルキャンパス
ボローニャ大学
アンドレース・ベーリョ大学（UNAB）、カトリカ・デ・ラ・
サンティシマ・コンセプシオン大学、チリ・カトリック大学
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2022 1-221 2022 1-2 20

＊△：前回よりアップ　▼：前回よりダウン
（いずれも前回のトップ大学の順位との比較）

研
究
や
S
D
G
s
の
推
進
で

躍
進
す
る
ア
ジ
ア
、中
東

サ
ミ
ッ
ト
や
ア
ワ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
機
会
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な

感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し
た

今
、
海
外
の
高
等
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
得
た
知
見
を
生

か
し
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
実
現
に
向

け
て
前
進
を
始
め
て
い
ま
す
。【
図
表

１
】
は
、
T
H
E
が
2
0
2
1
年
に
実

施
し
た
世
界
の
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
向
け

調
査
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
サ
ー
ベ
イ
」
の

結
果
の
一
部
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
般

化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
関
し
て

は
、
ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
型
の
授
業
で
も

学
位
を
出
す
こ
と
に
前
向
き
な
回
答
が

多
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
十

分
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
高
等
教
育
に
お
い
て
も
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
が
一
層
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
同
調
査

で
も
、「
今
後
S
D
G
s
が
大
学
の
研

究
内
容
や
運
営
に
影
響
す
る
」
と
い
う

意
見
が
主
流
で
す
。
特
に
気
候
変
動
に

つ
い
て
は
企
業
か
ら
の
積
極
的
な
投
資

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
２
０
２

１
年
秋
に
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で

開
か
れ
た
「T

H
E Leadership &

 

M
anagem

ent Sum
m

it

」
で
は
、
同

地
が
＊
C
O
P
26
の
開
催
地
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
気
候
変
動
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
テ
ー
マ
が
盛
ん

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
政
府

も
2
0
2
0
年
に
「
2
0
5
0
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
て

お
り
、
今
後
は
日
本
の
大
学
に
も
脱
炭

素
社
会
に
向
け
た
研
究
や
人
材
育
成

が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
気
候
変
動
も
、
人
類
共

通
の
テ
ー
マ
と
し
て
国
を
越
え
て
解
決

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

シ
ュ
ー
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
的
な
課

題
に
取
り
組
む
人
材
こ
そ
が
、
こ
れ
か

ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
言
え
ま
す
。

大
学
は
こ
う
し
た
人
材
育
成
に
向
け
、

教
育
や
研
究
、
大
学
運
営
の
あ
り
方
を

見
直
す
だ
け
で
な
く
、
大
学
そ
の
も
の

が
一
つ
の
社
会
的
な
存
在
と
し
て

S
D
G
ｓ
に
取
り
組
み
、
学
生
を
導
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
す
で
に
新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
発
信
す
る
大
学

は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み

状
況
が
指
標
の
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
総
合
１
位
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
は
S
D
G
ｓ
専
門
の
部
門
を

設
け
、
全
て
の
ゴ
ー
ル
に
対
し
て
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
内
を
見
て
も
、
研
究
、
人
材
育
成
、

キ
ャ
ン
パ
ス
のCO

2

排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
三
位
一
体
の
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
出
し
た
早
稲

田
大
学
、
所
有
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
な
ど
の
発
電
量
と
自
学
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
同
量
に
し
、「
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
大
学
」
を
め
ざ
す

千
葉
商
科
大
学
な
ど
、
気
候
変
動
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
動
さ
せ
た
大

学
も
見
ら
れ
ま
す
【
図
表
２
】。

　
一
方
で
、
S
D
G
ｓ
に
対
す
る
学
生

の
意
識
と
大
学
の
取
り
組
み
に
は
、
ま

だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。【
図
表
3
】

は
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
数
と
、
学
生

（
留
学
希
望
者
）
の
関
心
の
度
合
い
を

S
D
G
s
の
目
標
ご
と
に
比
較
し
た
も

の
で
す
。
目
標
４
「
教
育
」
で
は
、
大

学
の
エ
ン
ト
リ
ー
数
と
学
生
の
関
心
の

両
方
が
高
い
も
の
の
、
目
標
13
「
気
候

変
動
」
は
、
学
生
の
関
心
が
高
い
わ
り

に
エ
ン
ト
リ
ー
大
学
数
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。「
気
候
変
動
」
に
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
場
合
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
宣
言
し
て
い
る
か
」
が
指
標
項
目

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
た
め
ら
う
大
学

も
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
や
社
会
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を

考
え
る
と
、
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

は
、
今
後
の
大
学
の
評
価
や
学
生
募
集

に
関
わ
る
問
題
だ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
こ
う
し
た
世
界
の
高
等
教
育
の
潮
流

の
中
、
今
後
連
携
を
進
め
る
べ
き
注
目

の
地
域
や
大
学
は
ど
こ
か
、
T
H
E
の

ラ
ン
キ
ン
グ
を
基
に
考
え
て
み
ま
す
。

　
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
2
の
結
果
を
分
析
す
る
と
、
前

年
よ
り
も
ス
コ
ア
の
伸
び
が
め
だ
つ
エ

リ
ア
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で

す
【
図
表
４
】。
か
つ
て
ア
フ
リ
カ
や

中
東
は
、
日
本
の
大
学
に
と
っ
て
は
地

理
的
な
問
題
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し

い
地
域
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
っ
た
こ
と
で
、
今

は
こ
う
し
た
地
域
の
大
学
と
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
T
H
E
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
2
0
2
1
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
大

学
数
を
見
る
と
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ラ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ

た
国
が
上
位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
異
な
る
顔
ぶ
れ

で
す
【
図
表
５
、
６
、
及
び
次
頁
】。

　
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
と
い
っ

た
国
で
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
が
増
え
て
い

ま
す
【
図
表
７
】。
特
に
注
目
な
の
は

マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
で
す
【
図
表
８
】。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
海
外
の
高
等
教
育
機

関
や
留
学
生
の
誘
致
を
国
と
し
て
推
進

し
、
2
0
2
5
年
ま
で
に
留
学
生
25
万

人
と
い
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、

同
国
の
大
学
は
総
じ
て
「
国
際
性
」
の

ス
コ
ア
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

で
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
が
総
合
23
位

タ
イ
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ト
ン

ブ
リ
校
が
54
位
タ
イ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す

る
な
ど
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
は
多
く
の

日
本
の
大
学
と
連
携
し
て
お
り
、
千
葉

大
学
が
同
大
学
に
バ
ン
コ
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
し
た
り
、
関
西
医
科
大
学
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
臨
床
病
理
検
討
会
を
実

施
し
、
両
国
の
学
生
が
症
例
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
大
学
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
つ

の
方
策
と
し
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
へ
の
参
加
は
有
効
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
の
で
大

学
の
特
徴
が
出
や
す
く
、
か
つ
、
世
界

的
な
課
題
の
た
め
海
外
の
大
学
と
の
共

通
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
か
ら
で

す
。「
エ
ン
ト
リ
ー
時
に
論
文
数
の
規

定
が
な
い
」「
大
学
院
大
学
の
よ
う
に

学
部
を
持
た
な
い
大
学
も
参
加
で
き

る
」「
国
連
が
設
定
し
た
目
標
が
指
標

な
の
で
、
学
内
の
協
力
が
得
や
す
い
」

と
い
う
点
で
も
、
多
く
の
大
学
に
と
っ

て
参
加
し
や
す
い
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

事
実
、
2
0
2
2
年
の
イ
ン
パ
ク
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
大
学
は

1
5
0
0
を
超
え
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
数
約
１
６
０

０
に
迫
る
勢
い
で
す
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
サ
ミ
ッ
ト
や
ア

ワ
ー
ド
へ
の
参
加
も
お
勧
め
で
す
。

「
T
H
E
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア
」
は
卓
越

し
た
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る

ア
ワ
ー
ド
で
、
自
薦
が
可
能
。
最
終
選

考
に
残
れ
ば
海
外
へ
の
広
報
に
有
効
で

す
。
２
０
２
１
年
の
ア
ワ
ー
ド
ア
ジ
ア

で
は
藤
田
医
科
大
学
、関
西
医
科
大
学
、

関
西
学
院
大
学
、
そ
し
て
広
島
大
学
が

最
終
選
考
に
残
り
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
【
図
表
９
】。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
海

外
大
学
と
よ
い
関
係
を
築
く
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
機
会
を
積
極
的
に

活
用
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【図表8】スコアが伸びている東南アジアの大学【図表9】THEアワードアジア2021 最終選考結果
最終選考に残った大学カテゴリー

リーダーシップ
とマネジメント

芸術の振興

国際戦略

学生支援

学生募集
活動

教育・学習
戦略

テクノロジー
による革新

組織の
活性化

データポイント
メリットアワード

データポイント
ソーシャル
インパクトアワード

＊各カテゴリーの受賞校は赤字表示 ＊

＊【図表4】～【図表9】はTHE公表のデータ、情報に基づき編集部でまとめ

藤田医科大学、アンナジャ国立大学、チュラロンコン大学、ディポ
ネゴロ大学、レバノンイスラム大学、カリンガ産業技術研究所

（KIIT）、ラサール芸術大学、マレーシア・サラワク大学

バスラ大学、北京師範大学（中国文化国際コミュニケーションアカデミー）、
浙江伝媒大学、ハマドビンハリファ大学、香港バプテスト大学、ナコーンラー
チャシーマー・ラーチャパット大学、天津ジュリアード音楽院、温州大学

ビルツァイト大学、香港中文大学、チットカーラ大学、杭州電子科
技大学、キング・ファイサル大学、クルーク大学、上海大学、南方科
技大学

アイルランガ大学、チュラロンコン大学、香港バプテスト大学、マバラ
カット・シティ・カレッジ、マレーシア・プルリス大学、ナコーンラーチャ
シーマー・ラーチャパット大学、南洋理工大学、ペトロナス工科大学

アルマアレファ大学、アルマティ経営大学、ハノイ工科大学、南洋
理工大学、O.P.ジンダル・グローバル大学、上海大学、シューリニ
大学、慈済大学

アイルランガ大学、香港城市大学、ガルフ医科大学、ラホール経営科学
大学、マレーシア・サラワク大学（応用学習およびマルチメディアセン
ター）、経営技術大学、国立中山大学、シンガポール国立大学

香港バプテスト大学、マバラカット・シティ・カレッジ、マラカンド大学、
シンガポール国立大学、国立雲林科技大学、O.P.ジンダル・グ
ローバル大学、蘇州大学、延世大学校

アミティー大学ノイダキャンパス、ディポネゴロ大学、ファイサラバード大
学、キング・ファイサル大学、南洋理工大学（法務・秘書室）、国立東華大
学、O.P.ジンダル・グローバル大学、セントジョセフ大学ベイルート校

関西医科大学、関西学院大学、中南大学、広西大学、イマームア
ブドゥラマンビンファイサル大学、ヨルダン大学、タパー工科大学、
国立ウタラマレーシア大学

広島大学、アブドウラー・ギュル大学、漢陽大学校、スラバヤ工科
大学、慶北大学校、マヒドン大学、国立彰化師範大学、プリンセス・
ヌーラ・アブドゥッラハマーン女子大学、マレーシア科学大学
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研究
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マレーシア国民大学

マレーシア工科大学

テナガナショナル大学

バンドン工科大学

チェンマイ大学

ガジャマダ大学
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タイ

マレーシア

インドネシア

タイ

マレーシア

インドネシア

インドネシア

マレーシア

マレーシア

38.1

31.3

30.6

19.7

18.9

23.1

25.2

20.0

23.4

23.7

23.0

16.5

27.5

25.3

25.0

22.2

22.9

24.3

17.4

14.9

20.7

17.6

10.6

14.8

9.8

10.6

10.1
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モンクット王工科大学
トンブリ校

国立ウタラ
マレーシア大学

マレーシア・
マラッカ技術大学
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サラワク大学

マレーシア・
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